
空飛ぶ救急車空飛ぶ救急車
ドクターヘリの離着陸訓練実施ドクターヘリの離着陸訓練実施

　９月20日（木）に藍住中学校グラウンドで、本県でも運行が開始（10月）された、ドクターヘリの離着陸訓練が行わ
れました。
　訓練内容は離着陸のほか、救急患者を救急車からドクターヘリまで搬送する作業など、患者の命を救うための実践的
なものでした。
　ドクターヘリは、救急隊の要請により医師等が直接現場に出向き、必要な治療を行いながら、短時間で医療機関に搬
送することができる救急医療用ヘリコプターで、県立中央病院を基地病院としています。
　板野東部消防署管内では、藍住中学校を含め３か所が離発着場所に指定されています。
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今月の主な記事 住民の動き
平成24年9月末現在（　）内は前月比
人　口　34,130人（+　40） １５歳未満　5,445人（+　0）

　男　　16,408人（+　11） ６５歳以上　6,052人（+45）

　女　　17,722人（+　29） 平均年齢　41.6歳

世帯数　12,918戸（+　32）
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一 般 会 計  歳 入   歳 出   決 算 報 告
平成２３年度まちの台所

自

財財
源源

主

依
存

町税の内訳
町民１人当たりの町税負担額（109,719円）

町民税………16億48万円 軽自動車税…7,433万円
１人当たり　47,673円 １人当たり　 2,214円

固定資産税…17億9,824万円 町たばこ税…2億1,042万円
１人当たり　53,564円 １人当たり 　6,268円 

実質収支に関する調書 
区　　　　　分 金　　　額

歳 入 総 額 １０,６００,１６９,８４５円
歳 出 総 額 １０,０８１,４９３,４７６円
歳 入 歳 出 差 引 額 ５１８,６７６,３６９円

翌年度へ繰越
すべき財源

⑴　継続費逓次繰越額 ０円
⑵　繰越明許費繰越額 ２４９,８８６,０００円
⑶　事故繰越し繰越額 ０円

計 ２４９,８８６,０００円
実 質 収 支 額 ２６８,７９０,３６９円

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額 ２６,８００,０００円

一 般 会 計 歳 入

歳　入  １０６億１７万円 歳　出  １００億８,１４９万円
　平成２３年度の一般会計決算がまとまり、平成２４年
第３回藍住町定例議会において審議され、９月２５日に
原案どおり認定されましたので、その概要を報告（公表）
します。
　歳入、歳出差引額は、５億１,８６８万円であり、実質
収支は翌年度への繰越額２億４,９８９万円を除いた、２
億６，８７９万円です。
　この額の１０％２，６８０万円を財政調整基金に積立を
し、２億４，１９９万円を平成２４年度へ繰越しました。

地方交付税  　　　　１８億６，５７７万円
　地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保するた
めに、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれの財
政需要によって配分することにより地方公共団体の財源の均衡
化と財源の保障を行う制度
地　方　債　　　　　　　　１６億１，８７０万円
　事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、とくに一
時に多額の資金を要するとき、これを特殊の機関によって調達
し、一定の約束のもとに将来、税その他の収入をもって返済す
る義務を負うものをいう。地方債の機能として、財政支出と財
政収入の年度間調整、住民負担の世代間の調整、国の経済政
策との調整等もある
国庫支出金　　　　　　　　１１億５，６７３万円
　地方団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支出金
地方消費税交付金　　　　　　２億６，２５６万円
　消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行った
額の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、県より交
付される
地方譲与税　　　　　　　　　　  １億４８０万円
　地方税収入の１つで、もともと国税として徴収され地方公共団
体に譲与される
　■地方揮発油譲与税　　　　　　　　　　　２，９１５万円
　■自動車重量譲与税　　　　　　　　　　　７，５６５万円
　■地方道路譲与税　　　　　　　　　　　　　　　０万円
地方特例交付金　　　　　　　　　３，８９６万円
　恒久的な減税に伴う減収の一部を補てんするための減税補
てん特例交付金、並びに、児童手当の制度拡充が行われたこと
から、これに伴う地方負担の増加に対応するため創設された児
童手当特例交付金で構成され、国より交付される

分担金及び負担金　　　　　３億６，５５８万円
　給食負担金、保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者負担
金及び市町村負担金、身体障害者更生援護施設入所者負担金等
県支出金　　　　　　　　　５億７，２３７万円
　地方団体の支出する特定の経費に対して県の負担する支出金
（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）
繰入金　　　　　　　　　　　　 ３，５６３万円
　特別会計からの繰入金と基金からの繰入金
繰越金　　　　　　　　　　　４億２，７０１万円
使用料及び手数料　　　　　　２億６，７６１万円
　住宅使用料、幼稚園授業料、福祉センター・女性センター使
用料、戸籍・事務・税務手数料、督促手数料等
利子割交付金　　　　　　　　　２，００１万円
　利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる個人
県民税収入額の割合に応じて、県から交付される
その他　　　　　　　　　　１億８，０９７万円
　■自動車取得税交付金　　　　　　　　　　１，８４３万円
　　県税の目的税として、道路に関する費用に充てるために創
設されたもので、市町村には税額の１００分の９５の７０％相
当額が交付される

　■配当割交付金　　　　　　　　　　　　　１，６６７万円
　　株式等の配当等に課税される配当割について、その３分の
２相当額が交付される

　■株式等譲渡所得割交付金　　　　　　　　３，１７９万円
　　株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につい
て、その３分の２相当額が交付される

　■交通安全対策特別交付金　　　　　　　　　４５９万円
　■寄付金　　　　　　　　　　　　　　　　　１０６万円
　■財産収入　　　　　　　　　　　　　　　１，３８８万円
　■諸収入　　　　　　　　　　　　　　　　９，４５５万円

自

歳入総額
106億17万円

財財
源源

主

依
存

町税
36億８,347万円
町税
36億８,347万円

地方交付税
18億6,577万円
地方交付税
18億6,577万円

国庫支出金
１１億５，６７３万円
国庫支出金
１１億５，６７３万円

地方債
16億1,870万円
地方債
16億1,870万円

県支出金
５億７，２３７万円
県支出金
５億７，２３７万円
地方消費税交付金　２億６，２５６万円地方消費税交付金　２億６，２５６万円
地方譲与税　１億４８０万円
　地方特例交付金　３，８９６万円
　　　　　その他　7，148万円
　　利子割交付金　２，００１万円

地方譲与税　１億４８０万円
　地方特例交付金　３，８９６万円
　　　　　その他　7，148万円
　　利子割交付金　２，００１万円

分担金及び負担金
３億６，５５８万円
分担金及び負担金
３億６，５５８万円
使用料及び手数料
２億６，７６１万円
使用料及び手数料
２億６，７６１万円
繰越金　４億２，７０１万円
その他　１億949万円
繰入金　３，５６３万円

繰越金　４億２，７０１万円
その他　１億949万円
繰入金　３，５６３万円



４広報あいずみ　■ zumia №８２５

●土木費…17,145円 ●民生費…88,351円 ●総務費…24,828円

●教育費…87,665円 ●農林水産業費…2,757円 ●衛生費…31,450円

●災害復旧費…281円 ●公債費…26,368円 ●議会費…3,473円 ●労働費…372円 ●商工費…529円 ●諸支出金…4,688円

歳出総額
100億8,149万円

民生費
２９億６，６１３万円
民生費
２９億６，６１３万円

教育費
２９億４，３０８万円
教育費
２９億４，３０８万円

衛生費
１０億５，５８６万円
衛生費
１０億５，５８６万円

公債費
８億８，５２４万円
公債費
８億８，５２４万円

総務費
８億3，351万円
総務費
８億3，351万円

土木費　５億７，５５９万円土木費　５億７，５５９万円

消防費　4億1，582万円消防費　4億1，582万円

議会費　１億１，６６１万円議会費　１億１，６６１万円

労働費　１，２５０万円労働費　１，２５０万円
災害復旧費
９４５万円
災害復旧費
９４５万円

農林水産業費　9，256万円農林水産業費　9，256万円
商工費　１，７７５万円商工費　１，７７５万円

諸支出金
１億５，７３９万円
諸支出金
１億５，７３９万円

一 般 会 計 歳 出
町民１人当りの決算額

●消防費…12,386円

民　生　費　　　　　　　　　 ２９億６，６１３万円
　町民が一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
のに必要な経費であり、具体的には社会福祉、身体障害者、
高齢者、児童福祉、災害救助関係の経費
　■社会福祉費                        　　　  ５億３，５３３万円
　■老人福祉費                       　　　　３億７，６１３万円
　■障害者福祉費                       　　　５億１，７４２万円
　■児童福祉費                   　 　　　　 １５億６９６万円
　■国民年金事務取扱費                   　　   １，３６７万円
　■災害救助費                                 　　　６３０万円
　■住民福祉費                                 　　　８２７万円
　■在宅福祉事業費     　　　　          　　　２０５万円
教　育　費　　　　　　　　　２９億４，３０８万円
　教育委員会、小・中学校、社会教育等すべての教育関
係の費用
　■教育総務費  　　　　　　　　　　　１億３，２０７万円
　■小学校費                         　　　　　２億３，４９１万円
　■中学校費                       　　　　　１１億５，６２６万円
　■幼稚園費                         　　　　７億５，２８７万円
　■社会教育費                      　　　　 １億４，４９２万円
　■文化費                               　　　　　８，８３２万円
　■体力づくり費                         　　　　８，４８６万円
　■学校給食費                       　　　　３億４，８８７万円
総　務　費　 　　　　　　　 　８億３，３５１万円
　行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理に要
する経費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙、交通安全等
に要する経費
　■総務管理費　                     　　　　５億８，５２５万円
　■徴税費                          　　　　　 １億７，４６２万円
　■戸籍住民基本台帳費                  　　　 ４，８６１万円
　■選挙費                              　　　　　 ２，２９３万円
　■統計調査費                               　　　　１３４万円
　■監査委員費                                 　　　　７６万円
農林水産業費　　　　　 　  　　　９，２５６万円
　農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政
経費、農業振興指導に関する事項で生産及び出荷対策、
農業土木、農業構造改善、畜産振興等の経費

消　防　費　　　　　　 　　　４億１，５８２万円
　松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合
の負担金の他、消防施設や災害対策の経費
衛　生　費　　　　　　　　　１０億５，５８６万円
　町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経
費で具体的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、
公害対策費等
　■保健衛生費                  　　　　３億９，４００万円
　■清掃費                            　　　６億６，１８５万円
　■公害対策費                                    　　　　１万円
公　債　費　　　　　　　　　　８億８，５２４万円
　町が借金（起債）してお金を借入れた後の、毎年の元本返
済、利息支払等のための諸費用
土　木　費　　　　　　　　　  ５億７，５５９万円
　土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費並びに道
路橋梁費、河川費、都市計画費、災害土木関連費等
　■土木管理費                           　　　 ８，６６９万円
　■道路橋梁費                       　　　１億８，２２８万円
　■河川費                               　　　　１，２９１万円
　■都市計画費                       　　　２億５，１７６万円
　■住宅費                               　　　　４，１９５万円
議　会　費　　　　　　　　　  １億１，６６１万円
　議会活動に要する経費で、主に議員の報酬及び費用弁償、
委員会の運営費及び分担金等
労　働　費　　　　　 　　　 　　　１，２５０万円
  労働者のための各種施設（勤労女性センター、勤労青少年
ホーム）の管理に要する経費、各種講座等経費
商　工　費　　　　　　 　　     　 １，７７５万円
　商工業の振興、その他観光事業等の経費
災害復旧費　　　　　　　 　　   　 　９４５万円
　災害によって被害を受けた施設等の復旧に要する経費  
諸支出金　　　　　　　  　   　１億５，７３９万円
　事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等
※町民１人当りの町税及び支出は平成２３年４月１日現在の人口３３，５７２人によります
※表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が一致しない場合があります
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■歳出の性質別内訳（平成２３年度普通会計決算） ■主な財政指数等（平成２３年度普通会計決算）

投資的経費
２２.７％

２２億９,０３０万円
投 資 的 経 費
（普通建設事業費）

義務的経費
４２.３％

１９億５,８８２万円人 件 費

１４億２,００５万円扶 助 費

８億８,５２４万円公 債 費

その他の経費
３５.０％

１８億２,９２７万円物 件 費

４,２９７万円維 持 補 修 費

６億３,３２７万円補 助 費 等

１億８４０万円積 立 金

１１５万円投資・出資及び貸付金

９億１,２０２万円繰 出 金

８２.２％
　経常的な経費のために、経常的な一般財源が
どれだけ充用されたかを示す比率です。この比
率が低い団体の財政構造は、弾力性があると考
えられ、普通７０～８０％が標準的とされています。

経常収支比率

９.０％

　標準的な状態で通常収入されるであろう経
常的な一般財源総額に占める公債費（借入金の
元金と利子の支払いに要する経費）の一般財源
所用額の比率です。この比率が高い団体につ
いては公債費の増加に歯止めをかけ財政構造
の健全性を確保する必要があります。

公債費比率

７.３％

　平成１８年４月に地方債制度が許可制度から協議
制度に移行したことに伴い導入された指標であ
り、公債費による財政負担の程度を示すもの。従
来の起債制限比率に公営企業（特別会計）の公債
費への繰出金、一部事務組合の公債費負担金等の
公債費類似経費を算入している、この比率が１８％
以上の団体は、引き続き県の許可が必要となる。

実質公債費比率

０.７１１

　基準財政需要額（その地方公共団体が合理的
かつ妥当な水準の行政を行い、又は施設を維持
するために必要な財政需要の額）に対する、基
準財政収入額（その地方公共団体が通常標準的
に徴収し得るであろうと考えられる税収入の
７５％と地方譲与税の合計額）の割合で、通常３
か年度の平均値を使用し、地方公共団体の財政
力の強弱を示す指標として用いられます。

財政力指数

６２億３,９８９万円

　その地方公共団体の標準的な状態で通常収入さ
れるであろう経常的な一般財源の規模を表しま
す。これは、標準的な行政活動を行うために必要
な経常的な一般財源の総量を示すものですので、
財政分析や財政運営の指標の算出のために利用さ
れることが多くあります。

標準財政規模

３１億３,７８５万円　将来の大型事業や緊急的支出のためなどに
備え、積立（貯金）た金銭の残高積立金現在高

７４億５５３万円　今までの事業による公債（借金）の残高地方債残高

※平成２３年度特別会計決算状況は１１月号に掲載します。また、町の全ての会計決算状況を町ホームページに掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　　平成２４年度藍住町職員等の給料（報酬） 　　　     （平成２４年４月１日現在）

期末・勤勉手当（＊は、期末手当のみ）給料（報酬）
月　　額（円）

特別職定員数及び
職員数（人）

区　　分
計１２月６月

２.９５月１.５５月１.４０月

７９３,０００１＊ 町　 長
６３４,４００２＊ 副 町 長
５８６,８００１＊ 教 育 長
３３３,０００１＊ 議　 長
２７７,５００１＊ 副 議 長
２２２,０００１４＊ 議　 員

３.９５月２.０５月１.９０月３４１,８００（平均）２４８　　職　　　員

平均年齢平均給料月額区　　分
４５.７歳３３８,４００円一般行政職
５１.２歳３４４,３００円技能労務職

（教育長を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部門別職員数の状況 （平成２４年４月１日現在）　

対前年増減数
職員数（人）

区　　分
平成２４年度平成２３年度

△２１１４０１６１一 般 行 政 部 門
１３７２５９教 育 関 係 部 門
１３７３６水道・藍寿苑他特別会計部門
△７２４９２５６合　 　 　 　 計

職員の平均給料月額・平均年齢
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平
成
　
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財

１９

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
前
年
度
決
算
に
基
づ
い

た
新
し
い
財
政
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早

期
健
全
化
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
た
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主

的
か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
平
成
　
年
度
決

１９

算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
平
成
　
年
度
決
算
に
よ
る
健

２３

全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
財
政
改
革

を
進
め
て
い
る
効
果
が
現
れ
、
前
年
度
と
同

様
に
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て
基
準
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

◎健全化判断比率
備　　　考早期健全化基準平成２３年度指　　　　標

実 質 黒 字 額
２６８,７９０千円１４.３４％－％① 実 質 赤 字 比 率

連結実質黒字額
１,２１６,６０２千円１９.３４％－％②連結実質赤字比率

 ２５.０％ ７.３％③実質公債費比率
３５０.０％ ３.０％④ 将 来 負 担 比 率

◎資金不足比率
備考経営健全化基準平成２３年度特 別 会 計 の 名 称

資 金 剰 余 額
６３６,５２５千円２０.０％－％① 水 道 事 業 会 計

資 金 剰 余 額
５４,０１５千円２０.０％－％②下水道事業会計

財政用語の説明
実質赤字比率
　一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　一般会計及び特別会計における実質赤字額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準財政規模に対する比率
将来負担比率
　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額がその会計の事業規模に対する比率
標準財政規模
　藍住町が標準的な状態のとき、通常収入されると考えられる経常的一般
財源の規模（標準税収入額＋普通交付税＋地方譲与税）

肺がん巡回検診ご案内肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺ががががががががががががんんんんんんんんんんんん巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡回回回回回回回回回回回回検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診ごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内肺がん巡回検診ご案内
　肺がんの死亡率が近年増加傾向にあります。肺がん検診をまだ受診されていない
方は、巡回検診を行っていますので、受診してください（結核も診ています）。
　また、タバコと肺がんの関係が深いことから、喫煙習慣のある方・過去にあった方・受動喫煙の機会のあ
る方は、ぜひ受診してください。
●検診内容・費用　胸部エックス線検査（５００円）
　※喀痰（かくたん）検査対象者で希望者は、別途１,０００円で喀痰検査を受けることができます。
　※検査前に問診票（各会場・保健センターにて準備しています）をご記入ください。
●対象者　昭和４８年４月１日以前生まれの方で、今年度胸部エックス線検査を受けていない方
※受診券（６月下旬送付済み）をお持ちの方は持参してください。

時　　間

午前９時～９時４５分

午前１０時～１０時４５分

午前１１時～１１時４５分

午後１時～１時４５分

午後２時～２時４５分

午後３時～３時４５分

巡回日 場　　所

富 吉 老 人 憩 の 家

西 部 老 人 憩 の 家

奥 野 老 人 憩 の 家

徳 命 老 人 憩 の 家

東 中 富 老 人 憩 の 家

キョ ー エ イ 藍 住 店

レントゲン撮影は、肺がん検診車で撮影を行いますので、お体の不自由な方は撮影できない場合があります。
そのほか、胃・大腸・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診は、検診期間が１０月末までです。未受診の方は、
お早めに受診してください。

問　保健センター（☎６９２・８６５８）

10
月
18
日
㈭

時　　間

午前９時～１０時４５分

午前１１時～１１時４５分

午後１時～１時４５分

午後２時～２時４５分

午後３時～３時４５分

巡回日 場　　所

マ ル ナ カ 成 長 店

東 部 老 人 憩 の 家

JA 板野郡　住吉支所

住 吉 老 人 憩 の 家

藍住町保健センター

10
月
19
日
㈮

注
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臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
登

録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
職
員
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

職
務
内
容

　
一
般
事
務
、看
護
師（
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
含

む
）、保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、調
理
員
、介
護

員
、作
業
員（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）な
ど

条
　
　
件

◆
看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

　
資
格
を
有
す
る
方
で
原
則
と
し
て
　
歳
未

６０

満
◆
一
般
事
務
・
調
理
員
・
介
護
員
・
作
業
員

　
原
則
と
し
て
　
歳
未
満

６５

※
藍
住
町
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

賃
　
　
金
〈
　
年
度
参
考
・
日
額
〉

２４

　
６
５
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、
発

掘
作
業
員

　
７
１
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

　
７
２
０
０
円
…
介
護
員
（
資
格
無
）

　
７
９
０
０
円
…
介
護
員
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級

同
等
以
上
資
格
有
）

　
８
６
０
０
円
…
看
護
師
、
ゴ
ミ
収
集
作
業

員

※
通
勤
が
２
㎞
以
上
の
場
合
は
通
勤
手
当
有

り
採
用
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月

２５

２６

　
日
ま
で
の
間
で
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

３１登
録
方
法

　
市
販
の
A
４
判
履
歴
書
１
通
（
写
真
貼
付

の
も
の
）
及
び
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査

同
意
書
」
を
総
務
課
に
持
参
又
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」
の

様
式
は
藍
住
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
　
月
　
日
（
月
）
～
　
月
　
日
（
金
）

１０

１５

１１

１６

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

採
用
方
法
　
　
　
　
　

　
書
類
選
考
及
び
面
接
（
採
用
す
る
場
合
の

み
連
絡
し
ま
す
）

そ
　の
　他

◆
平
成
　
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

２４

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
新
た
に
登
録

が
必
要
で
す
。

◆
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
雇
用
期
間
中
は
ア
ル
バ
イ
ト
等
は
禁
止
で

す
。

 

　〒
７
７
１
・
１
２
９
２

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
　
番
地
１

５２

総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

申
・
問

募
集
住
宅

◆
敷
地
団
地

　
１
階
１
戸
・
２
階
１
戸

 

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
）

間
取
り
　
和
室
６
帖
・
４
帖
半
、
洋
室
３
帖
、

台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ

◆
乙
瀬
団
地

　
３
階
１
戸
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
）

間
取
り
　
和
室
８
帖
・
６
帖
・
洋
室
６
帖
・

Ｄ
Ｋ
・
浴
室
・
洗
面
脱
衣
室
・
ト

イ
レ

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま

す
。

入
居
条
件

　
同
居
親
族
が
あ
り
、
法
に
定
め
る
基
準
以

下
の
所
得
で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
明
ら

か
な
理
由
が
あ
り
、
町
税
等
の
滞
納
の
な
い

世
帯

※
暴
力
団
員
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

入
居
申
込
み
に
必
要
な
書
類

◆
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
（
生
活
環
境
課
備

付
け
）

◆
住
民
票
の
写
し
（
入
居
し
よ
う
と
さ
れ
る

方
全
員
の
分
）

◆
所
得
証
明
書
（
前
年
中
の
所
得
証
明
書
）

◆
納
税
証
明
書
（
町
税
及
び
介
護
保
険
料
の

納
付
証
明
書
）

受
付
場
所
　
生
活
環
境
課

受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
月
）

１０

１５

 

～
　
月
　
日
（
金
）　
　

１０

２６

 

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

 

　生
活
環
境
課
住
宅
係

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

申
・
問

平
成
25
年
度
　

藍
住
町
臨
時
職
員
募
集

平
成
25
年
度
　

藍
住
町
臨
時
職
員
募
集

　
10
月
は
、
町
県
民
税
（
3
期
）・
国
民
健

康
保
険
税
（
4
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　　
納
期
限
は
、
10
月
25
日
で
す
。

　　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

※

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
7
）

　
10
月
は
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。

　
普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
介
護
保

険
料
は
10
月
25
日
（
第
4
期
）、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
10
月
31
日
（
第
3
期
）

で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　
特
別
徴
収
の
方
は
、
10
月
受
給
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
　
健
康
推
進
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
5
）

問

問

今
月
の
納
税

月

納

10
月
は
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者

今
月
の
保
険
料
の

　
　
納
付
の
お
知
ら
せ

今
月
の
保
険
料
の

　
　
納
付
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅

　
補
充
入
居
者
募
集
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100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

（10月1日現在、町内の100歳以上の方は、男性1人　女性6人）

濵　幸市さん（矢上）濵　幸市さん（矢上） 大正元年9月28日生まれ大正元年9月28日生まれ

おめでとう おめでとう

　９月２８日（金）に、濵さんのご自宅を北口副町長が慶祝訪問し、
祝い状と記念品を贈呈しました。
　日ごろからお元気なご様子で、ご自分の思い出や経験を自書されたり、時代劇を楽しみにさ
れており、訪問当日も北口副町長に自書された内容を熱心に教えてくれていました。
　また、本町の男性で１００歳以上の方は、濵さんお一人です。これからも、お元気にお過ごしください。

《日程》　１０月２０日（土）・２１日（日）午前１０時～午後４時
《場所》　勝瑞城館跡
《内容》
　◆開会行事　１０月２０日午前９時～アトラクション（風流踊り）
　　※風流踊りは、戦国時代、勝瑞の町で踊られ、一説には阿波踊りの起源になったとも……。
　　　藍住町歴史研究グループ「あいきょう」が調査・研究し、平成の風流踊りを創作しました。
　◆勝瑞の空に鷹が舞う～放鷹術（ほうようじゅつ）の実演
　　２０日（午前１１時と午後２時からの２回）２１日（午後１時からの１回）
　◆ミニわんわん凧（たこ）を作ってみよう!! ～わんわん凧作り教室（１日５０セット限定）
　◆戦国弁当の販売（１日５０食限定）
　◆藍染体験や河内木綿の糸繰り実演・体験、昔の遊びのコーナー、お茶席などもあ
　　ります。
　◆パネル展示、ポスターセッション、物産展
　　※大阪府から三好氏ゆかりの市である高槻市、四條畷市、大東市、東大阪市、堺市、岸和田市、徳島県内からは三好市、
　　　美馬市、鳴門市など各市の協力により、三好氏に関するパネル展示や物産展等が開かれます。
　◆戦国夢街道シンポジウム
　①講演会（２０日午後１時から）
　　テーマ：「三好氏のまちづくりを現代に活かす～史跡の整備・活用の意義～」
　　講　師：仁木宏氏（大阪市立大学教授）
　②講演・シンポジウム（２１日午前１０時から）
　　講　　　　演　テーマ：「わが町と三好氏」　
　　　　　　　　　講　師：高槻市、四條畷市、大東市、堺市、岸和田市、東大阪市の担当者。
　　シンポジウム テーマ：「戦国夢街道の構築に向けて」　　コーディネーター：須藤茂樹氏（四国大学）

《企画展示》 
　◆「阿波藍の現在・過去・未来」
　会　　場　藍の館
　開催期日　１１月７日（水）～１２月１０日（月）※火曜休館
　開館時間　午前９時～午後５時
　構　　成　阿波藍が使用された古布や、藍住町の藍染作家の作品、

地元小中学校の児童・生徒たちの作品を展示します。また、
徳島の伝統工芸技術である太布や、伊勢神宮に奉納され
ている奈良晒なども阿波藍で美しく染め上げました。

　　　　　　　美しい阿波藍の色彩をお楽しみください。

第27回国民文化祭・とくしま2012
国文祭成果継承事業

第第第第第第222222777777回回回回回回国国国国国国民民民民民民文文文文文文化化化化化化祭祭祭祭祭祭・・・・・・ととととととくくくくくくししししししまままままま222222000000111111222222
国国国国国国文文文文文文祭祭祭祭祭祭成成成成成成果果果果果果継継継継継継承承承承承承事事事事事事業業業業業業

第27回国民文化祭・とくしま2012
国文祭成果継承事業

勝瑞フェスティバル　………………………………………………………

藍フェスティバル　……………………………………………………………………………………

藍の館入場

　企画展示期間中〔１１月７日
（水）～１２月１０日（月）〕、この広
報紙をお持ちいただきましたら
無料で藍の館に入館できます。

濵濵濵
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ごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内

「
ア
ン
ダ
ン
テ 

〜
稲
の
旋
律
〜
」

上
映
の
ご
案
内

映画　
社
会
に
適
応
で
き
ず
対
人
恐
怖
症
と

ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
主
人
公
が
、
農

村
の
青
年
ら
と
の
交
流
を
通
じ
て
心
を

開
い
て
ゆ
く
姿
を
描
い
た
映
画
を
「
福

祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
一
環
と
し
て
上
映
し
ま
す
。
こ

の
映
画
は
、
平
成
22
年
３
月
に
徳
島
で

も
上
映
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
、

徳
島
新
聞
に
も
見
て
ほ
し
い
映
画
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
３
回
上
映

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
10
月
27
日
（
土
）

1
回
目
上
映
　
午
前
11
時
00
分
〜
12
時
50
分

2
回
目
上
映
　
午
後
2
時
〜
3
時
50
分

3
回
目
上
映
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
20
分

※
2
回
目
・
3
回
目
は
上
映
30
分
前
に

開
場
し
ま
す
。

場
　
所
　
町
民
会
館

入
場
料
　
無
料
　

※
来
場
者
多
数
の
場
合
は
入
館
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
は
９
時
30
分
か
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2

・

8
6
5
8
）

日本人に多い病気ー５大疾病ー日本人に多い病気ー５大疾病ー
　昔の日本に多い病気は、肺結核や肺炎、赤痢や腸チフス、盲腸などでした。昭和10年代から戦前にかけては、
結核が猛威をふるい、死因の第一でした。戦後、生活環境の改善、医学の進歩、衛生対策などにより、これらの
病気は急速に減りました。これらは、抗生物質を何週間か飲む、1 週間入院して手術を受けて完治したというよう
な病気たちです。薬の選択や手術が上手な先生に治療してもらうことが、いちばん大切と言えます。
　一方、現在の日本に多い病気はといいますと、糖尿病が２３７万人、ガンが１５２万人、脳卒中が１３４万人、心筋
梗塞は８１万人となっています（平成２０年患者調査表）。いわゆる生活習慣病と呼ばれている病気たちです。死亡
者はガン３４万人、心筋梗塞１８万人、脳卒中１２万人、糖尿病１．４万人（平成２１年人口動態統計）で４大疾病とい
われていて、質の高い医療が適切に提供されるよう県は医療計画を作っています。これらの病気の特徴はなかな
か治癒・完治が難しく、病気と長く付き合わなければならない慢性の病気です。糖尿病を例にとりますと、病院
で先生の出してくれる薬を飲むだけでは十分ではなく、適切な食事を摂ることや適度な運動することも大切です。
つまり、「先生治してください」とお任せするだけではダメで、ご本人の努力も大事で、そのためには、家族など
周りの協力や理解・応援も必要な病気たちなのです。
　最近、急激に患者さんの数が増えている病気があることをご存じでしょうか？平成１４年に２５８万人となって、い
ずれの４大疾病の患者数よりも多くなり、平成２０年の患者数は３２３万人に達しました（表）。日本で一番患者さん
が多い病気は、精神疾患なのです。また、遺族等の聞き取り等による実態調査によると、自殺者の約９割は、何ら
かの精神疾患にかかっていたといわれています。自殺による死亡数（平成２１年人口動態統計）は３．１万人で、糖
尿病による死亡数１．４万人の約２倍です。徳島県では糖尿病で亡くなる方が多くて大変だと聞いたことがあると
思います。確かに最近の１９年間で１８回も全国ワースト１
位の死亡率を続けています。しかし、平成２２年に糖尿病
で亡くなった県民は１４１人で、自ら命を断った県民は１５２
人という現状があります。このため、ようやく精神疾患を
４大疾病に追加し５大疾病とし、医療計画に記載すべきと
されました。県では現在、来年より５年間の第６次の医療
計画を作成中です。
　日本人の２人に１人は過去１か月間にストレスを感じてい
て、一生のうちに５人に１人は何らかの精神疾患にかかると
いわれています。精神疾患は誰でもかかる可能性がある病
気なのです。来月号からは、うつ病、認知症などについて
取り上げていきます。

徳島県精神保健福祉センター所長

石元 康仁 先生

傷病別の医療機関にかかっている患者数  

218  

204  

258  

303 
323  

136 
127  128  

142  152  

218  
212  228 

247 237  

173 

147  
137  137  134  

119 107  
91  86  81  

50

100

150

200

250

300

350

平成8年 平成11年 平成14年 平成17年 平成20年 

精神疾患 
悪性新生物
糖尿病
脳血管疾患 
虚血性心疾患 

※単位：万人　　※出典：患者調査を基に作成
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自衛官（学生）募集自衛官（学生）募集自衛官（学生）募集

年金から住民税が天引き（特別徴収）されます年金から住民税が天引き（特別徴収）されます年金から住民税が天引き（特別徴収）されます

募　集　種　目 資　　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日 そ　　の　　他

高等工科

学校生

自衛官候補生

（　男　子　）

中　　卒

（見込み含む）

１７歳未満の

男　子

平成２４年

１１月１日

～

平成２５年

１月７日

１８～２７歳未満の

男　子
年間を通じて

行っております。

１次
平成２５年
１月１９日

２次
平成２５年
２月２日～５日

第３回

平成２４年

１０月２５日

１　試験会場
　松茂町の自衛隊基地
２　学校について
⑴試験費用は無料です
⑵入学～卒業まで学費不要
⑶学生手当等が支給
　されます

（自衛官の給与等）
１　給　与：約１６万から
　　　　　（＋各種手当）
２　賞　与：年２回（６月・１２月）
３　休　み：
　週休２日制、祝日、年末年始、夏季休暇、
　年次有給休暇（年間２４日）など
４　身　分：特別国家公務員
５　自衛官候補生手当：
　（入隊から３か月まで）
　約１２万６千円
　２士任官後：約１６万から

問　自衛隊鳴門地域事務所（☎６８５・５３０６）　鳴門市撫養町立岩字七枚５７
　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

問　税務課（☎６３７・３１１７）　

　４月１日現在で６５歳以上の年金受給者のうち、前年中の年金所得に係る住民税の納税義務がある方は、
支給される年金から住民税が天引き（年金からの特別徴収）されます。
　ただし、次の方については、対象となりません。
◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など
　この制度は、納入方法を変更するもので、年間の税額に変更はありません。
　⑴　初めて特別徴収になる方・前年度に特別徴収が中止になった方（図Ａ）
　　　１０月から翌年２月までの年金から特別徴収されます。
　　　６月（第１期）と８月（第２期）は普通徴収（納付書や口座振替）で納めていただきます。
　⑵　前年度から引き続き特別徴収となっている方（図Ｂ）
　　　２月に特別徴収された金額と同額を、４月から８月までの年金から特別徴収されます。
　　　１０月から翌年２月までの年金からは、年間の金額から仮徴収金額を差し引いた残額を特別徴収されます。

　
平
成
24
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）
で
行
い
ま
す
。

　
町
へ
の
転
入
に
よ
り
、
新
た
に
本
町
で
の
式
典
へ
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）
ま
で
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合
これまでの納め方

月

税額 1万5千円 1万5千円 1万5千円 1万5千円

算出方法 1/4 1/4 1/4 1/4

6月 8月 10月 1月

）Ｂ（方め納の降以度年来）Ａ（方め納の度年本

月 4月 6月 2月12月10月8月
税額 1万5千円 1万5千円 １万円 １万円 １万円 税額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6
6月と8月は年税額の1/4ずつを納付書で納めていただきます。 4月・6月・8月は、前年度の2月と同額を年金から天引きします。
10月・12月・2月は年税額の1/6ずつを年金から天引きします。 10月・12月・2月は、年税額から4月・6月・8月の税額を差し引いた

残りの税額の1/3ずつを年金から天引きします。

納付書・口座振替
（普通徴収）

（普通徴収） （特別徴収）
納付書・口座振替 年金からの天引き

前年度の2月と同額 1年間の税額の残りを1/3ずつ

年金からの天引き
（特別徴収）

月 6月 8月 10月 12月 2月

戦
没
者
追
悼
式
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ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

【
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
延
長
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
納
付
開
始
及
び
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
の
お
知
ら
せ
】

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
に
到
達

２０

６０

す
る
ま
で
の
　
年
の
間
に
国
民
年
金
保

４０

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。
し
か
し
こ
の
間
に
、

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
や

被
保
険
者
と
し
て
の
届
出
を
忘
れ
た
こ

と
で
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
無
い
場

合
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保

２４

１０

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
、

こ
れ
ま
で
の
過
去
２
年
か
ら
　
年
に
延

１０

長
す
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
具
体
的
に
は
本
年
　
月
か
ら
、
平
成
　

１０

１４

年
　
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

１０
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
後
納
保
険
料
を
納
付
で

き
る
期
間
は
、
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら

２４

１０

平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で
の
３
年
間
で

２７

３０

す
）
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
や
　
歳
以
上
で
老
齢
基

６５

礎
年
金
の
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
込
内
容
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
す
が
、
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利

用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
は
、

２７

１０

受
給
資
格
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
　
年
（
３

２５

０
０
日
）
か
ら
　
年
（
１
２
０
月
）
に
短

１０

縮
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
期
間
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
が
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

や
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
後
納
制
度
及
び
受
給
資
格
期
間
の
短
縮

に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ア
ル

 
（
☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

月
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
　
分
３０

 

～
午
後
５
時
　
分
１５

※
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時

徳
島
北
年
金
事
務
所

 

（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

問

平
成

年

平
成
　
年
度度

２４２４

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰
受

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰
受
賞賞

　

　
8
月
3
日

（
金
）
青
少

年
健
全
育

成
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
防
ご

う
！
少
年
非

行
」
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
青
少

年
の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
た

笹
田
輝
昭
氏
（
徳
命
）
が
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
笹
田
氏
は
、
昭
和
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま

54

23

で
の
　
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
補
導
員
と
し

33

て
活
動
を
さ
れ
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　「
地
域
貢
献
活
動
の
社
会
的
な
役
割
」「
行

政
を
は
じ
め
他
団
体
と
の
連
携
」
な
ど
に
つ

い
て
研
修
す
る
た
め
、
徳
島
県
か
ら
大
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
の
申
入
れ
が

あ
り
、
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
は
８
月
　
日
１０

と
９
月
４
日
に
立
命
館
大
学
、
徳
島
大
学
、

中
央
大
学
か
ら
計
４
名
の
実
習
生
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
習
生
は
、
正
法
寺
川
を

考
え
る
会
の
活
動
を
通
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

仕
組
み
や
社
会
的
位
置
づ
け
、
重
要
性
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
た
が
や
せ
農
地
！

 
み
ん
な
で
実
り
を
取
り
戻
そ
う
！

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
に
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
等
の
実
態
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま
放
置
し
ま
す

と
、
雑
草
の
繁
茂
、
病
害
虫
の
発
生
等
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
休
耕
す
る
場
合
で
も
、
草

刈
り
や
定
期
的
な
耕
う
ん
を
行
う
な
ど
、
農

地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　農
業
委
員
会
事
務
局

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
１
）

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
のの

せ
ん
定
を
お
願
い
し
ま

 

せ
ん
定
を
お
願
い
し
ま
すす

　
各
家
庭
の
敷
地

に
植
え
ら
れ
た
樹

木
の
枝
が
伸
び
、

道
路
や
歩
道
に
は

み
出
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し

て
い
る
と
通
行
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
交
通
事
故
の
危
険

性
も
高
ま
り
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
樹
木
の

せ
ん
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　建
設
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
２
）

問問 耕
作
放
棄
地
解
消
　
取
組
月
間

正
法
寺
川

　
正
法
寺
川
をを

考
え
る
会
だ
よ
り

 

考
え
る
会
だ
よ
り
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　平成２４年１０月１日から、障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関す
る法律）が施行されています。この法律の施行に伴い、障害者虐待をなくし、誰もが尊厳をもって暮らしや
すい地域づくりを目指すため、障害者生活支援センター凌雲内に『障がい者虐待防止センター凌雲』を設置
しました。
　センターでは、２４時間体制の相談窓口を開設し、虐待の予防や早期発見につなげるほか、生命の危険が
ある場合は家族など養護者からの緊急一時保護等の支援も行います。

　障害者虐待防止法では、障害者に対する家族などの養護者、または施設従事者、事業主による次のよう
な行為を障害者虐待と定義しています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 相談窓口・連絡先　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　障害者虐待は誰にでも起こりえる事です。虐待について、気になる事があれば、まずはご相談ください（相
談料は無料で秘密は厳守されます）。

〈心理的虐待〉
・怒鳴る、ののしる、悪口を言う、失敗をあざ笑い、
言いふらす

・話しかけても意図的に無視する
・人格をおとしめるような扱いをする　など

〈経済的虐待〉
・本人の同意なしに財産や預貯金を処分・運用する
・年金や賃金を渡さない、日常生活に必要な金銭を
渡さない、使わせない　など

　虐待をしている家族には、「虐待をしている」とい
う自覚がない場合が多く、本人自身も虐待を自覚し
ていないケースもあります。当事者の自覚の有無に
かかわらず、客観的に見て権利侵害が行われている
場合、それは『虐待』です。

〈介護・世話の放棄・放任〉
・食事や水分を十分に与えない
・必要な福祉サービスを受けさせない
・同居人による身体的虐待や心理的虐待を放置する　など

〈身体的虐待〉
・身体への暴行（たたく、つねる、やけどさせる等）
・身体拘束（柱や椅子やベッドに縛りつける、部屋
に閉じ込める）など

〈性的虐待〉
・性的行為を強要する
・わいせつな映像を見せる
・本人の前でわいせつな言葉を発する、又は会話する　など

障害者虐待に関する相談・通報窓口
障がい者虐待防止センター凌雲　【平日及び夜間・休日対応】
藍住町矢上字安任５６－５（障害者生活支援センター凌雲内）（☎６９３・１１４０）（FAX ６９２・６７７６）

福　　　　　　祉　　　　　　課　【午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日除く）】
（☎６３７・３１１４）（FAX ６３７・３１５０）

障害者虐待に関する相談・通報窓口
障がい者虐待防止センター凌雲　【平日及び夜間・休日対応】
藍住町矢上字安任５６－５（障害者生活支援センター凌雲内）（☎６９３・１１４０）（FAX ６９２・６７７６）

福　　　　　　祉　　　　　　課　【午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日除く）】
（☎６３７・３１１４）（FAX ６３７・３１５０）

～
乳
幼
児
等
医
療

～
乳
幼
児
等
医
療
費費

受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

 
受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す
～～

　
県
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
　
月

24

10

1
日
か
ら
「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
」

は
「
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
制
度
」

に
名
称
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
受
給
者
証
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、「
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
受
給

者
証
（
ア
イ
ボ
リ
ー
）」
は
、
9
月
下
旬
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
旧「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証（
ピ
ン
ク
）」

は
福
祉
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

※
お
子
様
の
住
所
、
健
康
保
険
者
証
等
に
変
更
が
あ

る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
様
で
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
福
祉
課
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

 
　福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

問

●ホームゲームご案内
　１０月２１日（日）午後６時から　ＶＳ　カターレ富山
　１０月２８日（日）午後３時から　ＶＳ　東京ヴェルディ
　１１月１１日（日）午後１時から　ＶＳ　ジェフユナイテッド千葉
●試合会場　ポカリスエットスタジアム

いよいよ、徳島ヴォルティス今期最終戦です。
皆さんで応援に行きましょう‼
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　ご存じですか？迷子になって動物愛護管理センターに収容されたペットたちは、約７日
間の収容期間が過ぎるとほとんどは致死処分にされます。そのうち戻ってくるだろうと
待っている時間はありません！ペットがいなくなったら、すぐにセンターに連絡してくだ
さい。そして、保護された時、速やかに飼い主さんに連絡することができるように、室内
飼育・室外飼育に関係なく迷子札の装着をお勧めします。犬の鑑札や狂犬病予防注射済票
の装着も効果的です。また、迷子札や鑑札等は災害時等にペットと離れ離れになってしまっ
た場合にも役立ちます！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県動物愛護推進委員　花木・西岡

　ご存じですか？迷子になって動物愛護管理センターに収容されたペットたちは、約７日
間の収容期間が過ぎるとほとんどは致死処分にされます。そのうち戻ってくるだろうと
待っている時間はありません！ペットがいなくなったら、すぐにセンターに連絡してくだ
さい。そして、保護された時、速やかに飼い主さんに連絡することができるように、室内
飼育・室外飼育に関係なく迷子札の装着をお勧めします。犬の鑑札や狂犬病予防注射済票
の装着も効果的です。また、迷子札や鑑札等は災害時等にペットと離れ離れになってしまっ
た場合にも役立ちます！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県動物愛護推進委員　花木・西岡

　
10
月
か
ら
12
月
末
（
予
定
）
に
か
け
て
、
役

場
庁
舎
窓
枠
等
の
コ
ー
キ
ン
グ
等
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　
10
月
か
ら
12
月
末
（
予
定
）
に
か
け
て
、
役

場
庁
舎
窓
枠
等
の
コ
ー
キ
ン
グ
等
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

問　生活環境課（☎６３７・３１１６）　

問

上水道管の布設替工事のお知らせ上水道管の布設替工事のお知らせ上水道管の布設替工事のお知らせ
　上水道管の布設替工事を行います。
区　域　奥野字前川（地図参照）
期　間　１０月中旬～１１月下旬【予定】
時　間　午前９時～午後５時（日曜日除く）
概　要　機械掘削による車道部分への上水道管布

設替工事及び掘削部分の舗装復旧工事
　工事期間中は、工事区域やその周辺で車道の片
側通行などの交通規制を随時実施する予定です。
近隣にお住まいの方や道路を通行される方には、
騒音や交通規制などでご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いします。
 問　水道課（☎６３７・３１３１）

漏
水
調
査
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
水
道
課
で
は
、
貴
重
な
水
資
源
の

有
効
利
用
を
目
的
に
水
道
管
の
漏
水

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
は
、「
音

聴
棒
」
や
「
漏
水
探
知
機
」
な
ど
を

使
い
道
路
内
の
配
水
管
（
水
道
管
）

か
ら
、
皆
さ
ん
の
宅
地
内
に
あ
る
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
昼
夜
を
問
わ
ず
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
が
委
託
し

た
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
敷
地
内
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
伺
い
し
た
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
必
ず
藍
住
町
発
行
の

写
真
付
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
不
審
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
調
査
は
水
道
課
の
費
用
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
調
査
費

用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
屋
内
水
道
管
の
漏
水
調
査
や

水
質
検
査
、
浄
水
器
の
斡
旋
・
販
売

な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
漏
水
調
査
の
結
果
、
道
路
内
で
漏

水
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
水
道
課
が

修
理
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
断
水
を

伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
（
予
定
）

　
平
成
24
年
10
月
中
旬

〜
平
成
24
年
11
月
下
旬

問 

水
道
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
３
１
）

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
をを

実
施
し
ま

 

実
施
し
ま
すす

①
藍
住
町
道
・
排
水
路
等
維
持
補
修
業
務
及

び
土
砂
仮
置
場
維
持
管
理
業
務
委
託

　
現
在
、
町
が
直
営
で
実
施
し
て
い
る
道
路

側
溝
・
排
水
路
清
掃
や
維
持
補
修
業
務
等
に

つ
い
て
、
平
成
　
年
度
か
ら
民
間
委
託
を
行

２５

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
現
在
、
町
内
土
木
業

者
等
を
対
象
に
、
協
同
組
合
の
設
立
（
４
社

以
上
必
要
）
を
前
提
と
し
た
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
委
託
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

　企
画
政
策
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

②
藍
住
町
地
域
防
災
計
画
改
訂
等
業
務
委
託

　
町
で
は
本
業
務
に
つ
い
て
、
高
い
専
門
知

識
や
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
事
業
者
に
業
務

を
委
託
す
る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
受
託
候
補
事
業
者
の
選
定
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の
参
加
を
希
望
さ

れ
る
事
業
者
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

　総
務
課
防
災
係

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

aizum
i@
tow
n.aizum

i.tokushim
a.jp

申
・
問

申
・
問
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●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別危険にさらされる子どもたち危険にさらされる子どもたち

　私たちが子どもだったころ、暗くなるまで遊んでいたときや長々と道草をしていたら、近くの大人たち
に「はよ、帰りよ」と声をかけられることは普通のことでした。それを言われた私たちも当たり前に聞き、「帰
ろうか」となったものです。それは、地域社会に大人も子どもも馴染んでいて、その中で大まかなセキュ
リティーが機能していたからではないかと思われます。それが今では、知らない人に声をかけられたら警
戒しますし、名前を覚えられないように小学校でも学外では名札を外したりと、すっかり地域社会の景色
も変わってしまいました。社会が進歩するのと引換えに、人間関係は希薄になり、事件に遭わないように
自分たちで危険回避を行わざるを得なくなってしまいました。
　私の子どもが小学校に通っているころ、「CAP とくしま」から学校に来ていただいて、ワークショップ
形式の講座を開いていただきました。
「CAP」では
　　①　子どもたちに危険が迫った時の声の出し方
　　　　子ども特有の遊んだり、興奮した時のカン高いきょう声とは違って
　　　おなかに力を入れた野太い「ワォー」という声を張り上げる。
　　②　知らない人に話しかけられた時の距離の取り方
　　　　双方が手を伸ばしても手を取り合えない距離（２メートル）を保っておく。
　　③　知っている人と二人きりの約束
　　　　「だれにも言わない約束」と言って接触したときは、必ず保護者に言うこと。それは約束を破る

ことではありません。
　　④　自分がされたくないことには、はっきり「いや」と言うこと。
　講座ではこれらの項目について、疑似体験したり、寸劇を見て自分に置き換えたりするなど、最低限の
身の護り方を学びました。
　この講座で印象に残っていることは、子どもを危険にさらす人は報道されたような特殊な見知らぬ人よ
り、家族の知人の割合が多いという事実でした。
　最近、カバンに詰め込んでの連れ去り未遂事件や、マンションでの誘拐事件が立て続けに起こっていま
す。子どもたちに自分の身を守る方法を少しでも知っておいてもらいたい、それもなるべく早い機会にと
思います。
　私たち大人は、子どもと同じ目線で、子どもの話をまじめに聞くことができる存在でありたいものです。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おはなしぱれっと　徳元　月美

「CAP」・・・"Child Assault Prevention"　=　子どもへの暴力防止プログラム
「ワークショップ」・・・参加者も一緒に体験する形をとって運営される講演研修

藍住西小学校児童作品

人のため　自分のために　生きていく　　　　　６年　里見　駿介
みな同じ　地球の中で　生きている　　　　　　６年　光武　涼磨
「ありがとう」　言って言われて　うれしいな　　６年　鹿耳　萌葉
考えて　傷つく人は　他にもいる　　　　　　　６年　森田　花梨
私から　笑顔でスタート　すてきな未来　　　　６年　坂東　涼香

人権標語人権標語

お詫びと訂正　９月号で掲載した人権標語の生徒の名前に間違いがありましたので、お詫びして訂正します。正しくは次のとおりです。
　　　　　　　藍住西小学校　　６年　鳥羽　郁矢　さん
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参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）

10

28

　
　
　
　
　
午
後
３
時
集
合

集
合
場
所
　
藍
住
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　（
旧
町
民
体
育
館
）

対
　象
　者

　
町
内
在
住
者
、
在
勤
者

◆
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

◆
子
ど
も
の
部
（
小
学
生
）

　
各
部
と
も
１
チ
ー
ム
５
人（
男
女
混
合
可
）

参
　加
　料
　
　
無
料

申
込
締
切
　
　
月
　
日
（
月
）

10

22

 

　教
育
委
員
会

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　 日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

２５

 

午
前
８
時
　
分
か
ら

３０

場
　
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

申
・
問

各
種
団
体
・
職
場
対
抗

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　　

チ
ー
ム
編
成

　
　
町
内
同
一
団
体
・
職
場（
町
内
事
務
所
に

勤
務
す
る
方
）で
編
成
さ
れ
た
男
性
チ
ー

ム
・
女
性
チ
ー
ム
で
、選
手
　
人（
監
督
１

１５

人
を
含
む
）の
編
成（
背
番
号
が
必
要
）

※
学
生
は
除
く

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
連
合
チ
ー
ム
可

申
込
締
切
　
　
月
　
日
（
火
）

１１

２０

 

　教
育
委
員
会

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

 日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１１

 

午
前
９
時
か
ら

場
　
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法
　
　

◆
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
・
混
合
の
区
別

な
し
）
リ
ー
グ
戦

◆
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
個
人
戦
、
小
学
生
個

人
戦

対
　象
　者
　
小
学
生
以
上
の
町
民
又
は
町
内

在
勤
者

参
　加
　料
　
１
人
５
０
０
円
（
出
場
種
目
等

関
係
な
く
、
す
べ
て
同
一
料

金
）

申
込
締
切
　
　
　
月
１
日
（
木
）

１１

 

　教
育
委
員
会

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

 　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
か
か
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
当
事
者
を
ど
の
よ
う
に
支
え
た

ら
い
い
の
か
、
全
国
各
地
で
講
演
を
さ
れ
て

い
る
高
森
先
生
を
招
い
て
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

申
・
問

新
人
卓
球
大
会

申
・
問

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

日
　
　
時
　
　
月
２
日
（
金
）

１１

 

午
後
１
時
～
４
時

場
　
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
～
精
神
障
害
者
等
家
族
の
た
め
の
～

　
　
　
　
　「
家
族
が
知
り
た
い
対
応
の
仕
方
」

講
　
　
師
　
高
森
信
子
先
生

対
　象
　者
　
精
神
障
害
者
等
家
族
・
支
援
者

参
　加
　費
　
無
料

申
込
締
切
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

３１

【
講
師
紹
介
】

　
教
職
を
経
て
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
美
術
教
育
に
　
年
間

１５

携
わ
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
得
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
東
大
Ｓ
Ｓ
Ｔ
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
を
経
て
、
家
族
を
対
象
と
し

た
活
動
が
評
判
と
な
り
、
全
国
各
地
で
講
演

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
書
に
は
「
あ
な
た
の

力
が
家
族
を
変
え
る
」・「
家
族
が
知
り
た
い

　
統
合
失
調
症
へ
の
対
応
Ｑ
＆
Ａ
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

※
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
と
は
、
対
人
関
係
や
服
薬
・

症
状
を
う
ま
く
管
理
し
な
が
ら
、
生
活
の

質
を
上
げ
る
工
夫
が
で
き
る
よ
う
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
で
す
。

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実
践
編
の

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１１

１６

３０

の
２
日
間

　
　
　
　
　
両
日
と
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

集
合
場
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

申
・
問

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

（
実
践
編
）
町
国
民
健
康
保
険
事
業

※
教
室
は
屋
外
で
行
い
ま
す
。

内
　
　
容
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

実
技
（
実
践
編
）

講
　
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
四
宮
希
実
子
先
生

準
　備
　物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給

の
飲
物
・
帽
子

対
　象
　者
　
　
歳
～
　
歳
ま
で
の
町
民
の
方

２０

７４

※
両
日
と
も
受
講
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。

定
　
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
　加
　費
　
無
料

申
込
開
始
　
　
月
　
日
（
水
）
か
ら

１０

１７

 

　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

申
・
問

情　報
NOW
情　報
NOW

期間　11月 9日～ 11月 15日

すべての住宅に
住宅用火災警報器の設置が
義務付けられています。
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保
健
栄
養
推
進
員
が
次
の
と
お
り
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
富
吉
地
区
】

日
　
　
時
　
　
月
７
日
（
水
）

１１

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
３
時
　
分
１５

場
　
　
所
　
富
吉
老
人
憩
の
家

対
　象
　者
　
富
吉
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内
　
　
容
　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

担
　
　
当
　
富
吉
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

※
当
日
は
、
午
後
１
時
　
分
か
ら
「
い
き
い

３０

き
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
奥
野
地
区
】

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１２

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１１

１１

３０

場
　
　
所
　
奥
野
老
人
憩
の
家

対
　象
　者
　
奥
野
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内
　
　
容
　「
認
知
症
予
防
・
太
ら
な
い
・
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
」

担
　
　
当
　
奥
野
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

申
込
期
間
　
　
月
　
日
（
水
）
～
　
日
（
水
）

１０

１７

３１

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

　 　
食
生
活
か
ら
学
ぶ
健
康
長
寿
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
お
話
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
講
習
会

申
・
問

食
生
活
教
室

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１９

 

午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分

３０

３０

場
　
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　「
健
康
長
寿
の
食
！
」

　
　
　
　
　
～
あ
な
た
は
適
切
な
食
事
を
し

て
い
ま
す
か
？
（
太
る
も
、
や

せ
る
も
食
事
が
基
本
）
～

講
　
　
師
　
公
益
社
団
法
人
　
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

対
　象
　者
　
町
民

参
　加
　費
　
無
料

申
込
締
切
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

１５

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 「
奈
良
 斑
  鳩
 の
里
 ～
斑
鳩
三
塔
め
ぐ
り
～
」

い
か
 る
が

　
奈
良
県
の
法
起
寺
・
法
輪
寺
・
法
隆
寺
の

三
塔
を
訪
ね
ま
す
。

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
土
）

１１

１０

　
　
　
　
　
午
前
６
時
　
分
出
発

３０

集
合
場
所
　
プ
ー
ル
跡
駐
車
場

対
　象
　者
　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
で
　
㎞
を
完
歩
で
き
る
方

１０

参
　加
　費
　
５
５
０
０
円

定
　
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

申
込
開
始
　
　
月
　
日
（
水
）
か
ら

１０

１７

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
　
月
５
日
（
月
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

１１返
金
で
き
ま
せ
ん
。

 
　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

申
・
問

お
で
か
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

問

 　
遍
路
転
が
し
　
番
札
所
藤
井
寺
か
ら
　
番

１１

１２

札
所
焼
山
寺
ま
で
約
　
㎞
を
歩
き
ま
す
。

１８

　
遍
路
道
を
利
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
　
月
３
日
（
土
）

１１

　
　
　
　
　
午
前
７
時
　
分
出
発

３０

 

（
午
後
４
時
ご
ろ
帰
町
）

集
合
場
所
　
プ
ー
ル
跡
駐
車
場

対
　象
　者
　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者

参
　加
　費
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
会
員
３
千
円

　
　
　
　
　
会
員
外
４
千
円

定
　
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

申
込
開
始
　
　
月
　
日
（
水
）
か
ら

１０

１７

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
高
低
差
の
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。
体
調
を
整

え
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
　
月
　
日
（
金
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

１０

２６

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

 
　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

 ふ
れ
あ
い
と
健
康
を
求
め
て

 

歩
こ
う
遍
路
道
　　

問

バ
ラ
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
バ
ラ
園
で
は
、
花
の
せ
ん
定
や
除
草
作
業

等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
毎
週

水
曜
日
午
前
中
3
時
間
程
度
で
す
。

　
町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
町
の
観
光
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
バ
ラ
園
を
、
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
、
訪
れ
た
方
に
絶
賛
さ
れ
る
よ
う
、

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
バ
ラ
の
大
好
き
な

方
、
何
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
と
思
わ
れ

て
い
る
方
な
ど
、
個

人
・
団
体
等
を
問
わ

ず
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

 
　経
済
産
業
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

問
広報あいずみ広告主募集
平成24年度の広告主を募集しています。

詳細については、HPをご覧になるか、

次までお問い合わせください。

広 告 料　１回１枠　18,000円

広 告 枠　１枠　縦60㎜×横90㎜

企画政策課（☎６３７・３１２４）申・問
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月
　
日
（
月
）
か
ら
　
日
（
日
）
の
期

１０

１５

２１

間
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
週
間
中
に
、
町
で
は
行
政

相
談
委
員
が
次
の
と
お
り
、
特
別
に
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
欲
し
い
、
制
度
や

仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

行
政
相
談
所

日
　
　
時
　
　
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

１０

１８

場
　
　
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
（
会
議
室
）

 
　住
民
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
）

問

 　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
！
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

２８

 

午
前
９
時
か
ら
開
会
式

場
　
　
所
　
藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

（
雨
天
時
は
藍
住
中
学
校
体
育
館
）

参
加
方
法

１
．
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も
ら
う
（
１

人
１
枚
）（
午
前
８
時
　
分
か
ら
）。

３０

２
．
競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
う
（
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン

プ
！
）。

３
．
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
抽
選
カ
ー
ド

に
交
換
（
午
前
　
時
か
ら
）。

１１

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
食
べ
物
が
食
べ

ら
れ
ま
す
！
（
う
ど
ん
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
な
ど
）

※
種
目
の
ス
タ
ン
プ
が
５
コ
以
上
で
抽
選

カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。

○
開
会
式
後
に
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』
を
行

い
ま
す
。
景
品
は
お
楽
し
み
に
！

○
閉
会
式
前
の
『
抽
選
大
会
』
で
豪
華
景
品

が
当
た
り
ま
す
！

【
種
目
】

藍
住
中
学
校
体
育
館

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー
・
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
・

囲
碁
ボ
ー
ル
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
・
健
康
測
定
・
握
力
、
前
屈
測
定

体
育
セ
ン
タ
ー

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

☆
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
賞
品
も
あ
り

ま
す
！

藍
住
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
ダ
ン
ス
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
マ
ッ
ト
・
ペ
タ
ン
ク

☆
事
前
参
加
申
込
者
抽
選
会
及
び
抽
選
大
会

は
、
会
場
に
い
な
い
当
選
者
は
無
効
と
し

ま
す
。

 
　教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

問

11月
日 月 火 水 木 金 土

4 5
行政相談

6
一般相談

7 8
法律相談

1

11 12
人権相談

13 14 15

18

25

19 20
一般相談

21 22
法律相談

26 27 28 29

 2 3

12月
日 月 火 水 木 金 土

1

4
一般相談

5 6
法律相談

7 8

11

一般相談

12 13 14 15

18 19

26

20
法律相談

21
税金相談

22

27 28 2925

2 3
行政相談

9 10
人権相談

16 17

心配ごと相談所カレンダー 11
月
・
12
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

※法律相談については完全予約制となっています。　※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政相談は午後 1時 30分～ 3時 30分、その他は午後 1時～ 3時
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

9 10

16
税金相談

17

23 24

30

23　
　　30

24　
　　31

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
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 日
　
　
時
　
　
月
２
日
（
金
）

１１

 

～
　
月
４
日
（
日
）

１１

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

 

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
内
容
　
町
民
及
び
町
内
在
勤
者
の
〔
日

本
画
・
洋
画
・
美
術
工
芸
・
彫
刻
・

書
道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
〕
を

展
示
し
ま
す
。

入
　場
　料
　
無
料

☆
来
場
者
に
は
、
抽
選
で
会
員
の
作
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
　町
美
術
協
会
事
務
局

 

（
☎
６
４
１
・
１
１
８
１
）

 　
　
月
　
日
（
日
）
ま
で
「
秋
の
バ
ラ
ま
つ

１０

２８

り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
秋
の
バ
ラ
は
、
春
と
は
違
い
、
花
数
は
少

な
い
で
す
が
香
り
が
豊
か
で
色
が
鮮
や
か
な

の
が
特
長
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
香
り
・
色
・

形
の
バ
ラ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
バ
ラ
園
駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
る

場
合
は
、
緑
の
広
場
前
駐
車
場
・
町
民
プ
ー

ル
跡
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
　経
済
産
業
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

　
藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

　
～
藍
の
館
商
品
販
売
～

　
の
れ
ん
各
種
・
一
輪
ざ
し
・
テ
ー
ブ
ル
セ

藍
　
美
　
展

問秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

問

ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
・
枕
カ
バ
ー

型
染
め
手
ぬ
ぐ
い
・
T
シ
ャ
ツ（
紳
士
・
婦
人
・

子
ど
も
用
）
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
（
定

番
商
品
は
常
時
お
安
く
販
売
し
て
い
ま
す
）。

期
　
　
間
　
　
月
　
日
（
金
）
ま
で

１１

３０

場
　
　
所
　
藍
の
館
（
展
示
室
）

第
１
日
曜
日
　
　
琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日
　
　
ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日
　
　
尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日
　
　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日
　
　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

　（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

 
　藍
の
館
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

　図
書
館
の
行
事

図
書
館
の
行
事
 
 

　お
は
な
し
会
 

 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
～
２
時
　
分
   

３０

　あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
    

　
　
月
　
日
（
水
）、　
月
　
日
（
水
）

１０

２４

１１

１４

問

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　井
隈
読
書
会
 

 

　
　
月
１
日
（
木
）　
午
前
　
時
か
ら

１１

１０

　
テ
ー
マ
本
「
風
の
旅
」
星
野
富
弘
著

　大
人
向
お
り
が
み
教
室
 

 

　
　
月
８
日
（
木
）　
午
前
　
時
　
分
か
ら

１１

１０

３０

　
※
「
バ
ラ
の
花
」
を
作
り
ま
す
。

　
※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
休
館
日
 

・
毎
週
月
曜
日

・
祝
日
　
　
月
３
日
（
土
）

１１

・
図
書
整
理
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

１８

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　
図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
興
味
の
あ
る
方
は
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 
　図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事
業業

　
９
月
　
日
か
ら
3
日
間
、
河
北
町
と
の
友

１５

好
都
市
締
結
　
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事

２１

業
と
し
て
本
町
か
ら
北
キ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
河
北
町
を
訪
問
し
、
河
北
町
と
石
巻

市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
交
流
試
合
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
　
こ
の
事
業
は
、　
周
２０

年
記
念
事
業
と
し
て
、

昨
年
度
に
実
施
す
る
予

定
で
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
１
年

遅
れ
で
行
っ
た
も
の
で

す
。 問

※定休日 (毎週火曜日 )を除く　　
※大会コンペ開催日はコンペ終了後とします。大会コンペ開催日については、パークゴルフ場まで問い合わせください。
問　町河川敷運動公園パークゴルフ場（☎６９３・１０２０）　　教育委員会（☎６３７・３１２８）

　パークゴルフ場オープン３周年を記念して、次の期間の利用料金を無料にします。

第１回目　　平成２４年１０月１７日～１０月２７日
第２回目　　平成２４年１１月１４日～１１月２４日
第３回目　　平成２４年１２月　５日～１２月１５日
第４回目　　平成２５年　３月１３日～　３月２３日

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
ち
込
み
に

よ
る
藍
染
め
が
で
き
ま
す
。

　
自
然
素
材
の
木
綿
･
麻
･
シ
ル
ク
は

よ
く
染
ま
り
ま
す
（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ

カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　　
持
ち
込
み
体
験
価
格

 １
g
 　
円
（
シ
ル
ク
の
み
１
g
 　
円
）

１５

３０

　
肌
に
や
さ
し
い
藍
染
め
を
、
ど
う
ぞ

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
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いきいきサロンのご案内
地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション等）を行っ
　　　ています。

内　容場　所時　間曜日開催日

月

金

月

月

月

火

水

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
レクリエーション（理学療法士）

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
健康体操（運動指導士）

午前1時30分
～3時

午前9時30分
～11時

午前9時30分
～11時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～5時

午後1時30分
～3時

住吉老人憩の家

東中富老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

10月15日

10月19日

10月22日

10月22日

11月5日

11月6日

11月7日

社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
地域包括支援センター（☎637・3175）

止
め
よ
う
か
止
め
る
の
や
め
よ
か
夜
長
な
り
　
　
安
曇
　
統
太

五
味
五
色
五
法
の
膳
よ
鵙
の
声
　
　
　
　
　
　
　
上
窪
　
則
子

婚
礼
の
様
変
わ
り
し
て
赤
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
田
子
閑
野
子

貧
富
の
差
な
く
て
真
っ
赤
な
曼
珠
沙
華
　
　
　
　
武
田
み
も
ざ

芋
虫
の
正
気
に
な
り
て
ま
た
進
む
　
　
　
　
　
　
山
田
　
絵
里

な
め
こ
お
ろ
し
夏
の
辛
さ
を
残
し
つ
つ
　
　
　
　
原
　
　
秀
樹

秋
の
旅
サ
ン
キ
ュ
ー
ば
か
り
で
押
し
通
す
　
　
　
平
岡
　
育
子

火
星
近
づ
く
わ
れ
に
縁
な
き
観
月
会
　
　
　
　
　
小
島
ト
ミ
エ

寅
さ
ん
が
ふ
ら
り
顔
出
す
秋
祭
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
怜
子

風
澄
み
て
祭
囃
子
は
遠
き
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
柊
明

加
章

爽
籟
も
一
音
に
加
す
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
上
窪
　
青
樹

問

あいずみ俳壇
上窪　青樹　選

こんにちは赤ちゃん 99月こんにちは赤ちゃん おくやみ申し上げますますすすすますすすますすす
9月

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健 全 育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター

（住　　所）（父）　　　　（母）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

富吉字須崎利　治・真由美女（せんり）横　田　千　莉

東中富字鑓場傍示勇　輔・友　梨女（り　お）向　　　俐　音

住吉字乾文　哉・知　穂男（えいと）田　尾　瑛　都

富吉字岸ノ下新　二・広　美女（にいな）野々宮　新　菜

徳命字名田仁　士・おさみ男（きりゅう）齋　藤　樹　龍

住吉字神蔵真　二・千　恵女（かのん）井　上　花　音

乙瀬字中田佳　孝・美　香女（こはな）富　永　胡　花

徳命字西張俊　幸・真　理男（ひろむ）大　井　広　夢

徳命字前須東宏　一・恵莉子女（ゆ　う）枋　谷　　　結

徳命字元村友　丈・佑佳里男（りつき）北　野　理　月

勝瑞字正喜地輝　彦・浩　子男（ゆうと）森　　　悠　翔

住吉字藤ノ木保　太・由　佳男（そうたろう）木　内　蒼太朗

勝瑞字西勝地浩　史・智　子男（なつき）山　本　夏　暉

奥野字猪熊和　希・可奈子男（かんた）森　　　寛　太

奥野字乾利　治・智　美男（む　う）奥　住　夢　生

東中富字権現傍示貴　史・愛　美男（ゆうのすけ）濱　口　悠之介

徳命字前須西　靖　・直　子女（あやな）楠　本　あやな

（住　　所）（年　齢）（氏　名）

東中富字龍池傍示90歳山　下　貞　子

勝瑞字新田78歳近　藤　　　覺

徳命字小塚64歳近　藤　博　之

勝瑞字成長84歳中　川　久　子

矢上字原84歳森　下　武　雄

矢上字原86歳三　好　秀　一

乙瀬字中田86歳桜　間　シズ子

徳命字名田74歳谷　田　　　 

東中富字東傍示89歳原　田　　　一

勝瑞字成長75歳吉　田　博　文
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人
凌 雲 会稲次整形外科病院
理事長　稲次　正敬／院長　湊　省 ☎６９２-５７５７

☎６79-8880 692-0700

★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００
※日・祝日は急患のみ

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ー
ー ー ー ー ー ○

ー ー ー ー ○ ー
○

AM

PM

AM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

神経内科

形成外科

脳外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり「ちびっこ園」

クリニック・ヘルパーステーション併設

リハビリスタッフによる
機能訓練・指導も充実

お問い合わせは

体験利用
受付中

（稲次整形外科病院より50m）
メディション凌雲

デイサービス昴デイサービス昴
11/1　オープンサービス付き高齢者向け住宅

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

　
９
月
　
日
、
藍
住
中
学
校
体
育
館
で
、
敬

１７

老
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
町
内
　
歳
以
上

７５

の
高
齢
者
や
来
賓
な
ど
約
７
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
藍
住
東
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
藍
住
南
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
の
演
奏

の
ほ
か
、
木
南
征
美
さ
ん
の
尺
八
伴
奏
に
合

わ
せ
て
中
山
重
喜
さ
ん
の
吟
詠
と
野
田
稔
さ

ん
の
剣
舞
が
披
露
さ
れ
、会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
式
典
で
お
祝
い
の
挨
拶
に
立
っ
た
石
川
町

長
は
、「
高
齢
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
家
族
や
知
人

な
ど
、
身
近
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
保
ち
な

が
ら
、
お
互
い
を
助
け
合
い
、
と
も
に
生
活

で
き
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
幸
せ
を
願
い
、
ま
す
ま
す
の
ご
長

寿
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。」と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
　
組
）、
金

１６

婚
（
　
組
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
に
、
お

５６

祝
い
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藍
住
南
小
学
校
６
年
生
の
管
野

楓
君
と
板
東
愛
華
さ
ん
か
ら
、
参
加
者
を
代

表
し
て
服
部
力
さ
ん
・
澤
子
さ
ん
ご
夫
妻
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
小
学
校

６
年
生
の
柿
木
由
莉
子
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
、参
加
者
を
代
表
し
て

藍
原
清
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
台
風
　
号
の
影
響
で
強
い
風
雨
に

１６

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
心
温
ま
る
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

町
内
最
高
齢
者

藤
　
本
　
マ
サ
ヲ
さ
ん

（
明
治
　
年
８
月
　
日
生
ま
れ
・
１
０
５
歳
）

４０

１４

男
性
最
高
齢
者

濵
　
　
　
幸
　
市
さ
ん

（
大
正
元
年
９
月
　
日
生
ま
れ
・
１
０
０
歳
）

２８

町
内
１
０
０
歳
以
上
の
方

（
　
月
１
日
現
在
　
男
性
１
人
　
女
性
６
人
）

１０

金婚を迎えられた
藍原　清さん・節子さんご夫妻

ダイヤモンド婚を迎えられた
吉田　功さん・文子さんご夫妻


